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Ⅰ 火災概況 

１ 火災件数と死傷者数 

  令和４年は ９３件 で、前年と比較して６件（６．９％）の増加となりまし

た。特にその他火災が前年と比較して１２件（３４．２％）増加しました。 

この１０年間の火災件数をみると、平均して１０５件前後で推移していま

すが、３年連続で１００件以下となり、減少傾向にあります。 

火災による死者は４人で、負傷者は１４人 でした。 

死者４人のうち、３人が６５歳以上の高齢者で７５％を占めています。 

図Ⅰ－１ 火災件数

図Ⅰ－２ 死傷者数 
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２ 出火状況  

火災件数の構成比率をみると、その他火災が５０．５％で最も高い比率を

占め、その次に建物火災が３７．６％となっています。 

火災種別ごとの出火件数を月別でみると、その他火災は４７件で３月、５

月に多く発生し、建物火災は３５件で６月、１２月に多く発生しています。 

３月から６月までの間に５１件発生しています。 

図Ⅰ－３ 火災種別件数 

図Ⅰ－４ 月別の火災発生状況 
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３ 市町村別火災状況 

火災件数を市町村別でみると、米子市が４２件（４５．１％）と最も多

く、次いで境港市１６件（１７．２％）、大山町９件（９．７％）、伯耆町８

件（８．６％）となりました。 

火災による損害額は、境港市が９億７，６５３万２千円と最も多く、次い

で米子市、伯耆町となりました。 

図Ⅰ－５ 市町村別火災件数 
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４ 出火原因 

  「たき火」が３０件と最も多く、次いで「こんろ」が５件、「放火の疑

い」が４件、「たばこ」、「電気機器」が３件となってます。 

  前年と比較し「放火の疑い」、「電気機器」、「こんろ」及び「たき火」が増

加、「ストーブ」、「不明・調査中」による出火原因が減少しました。 

図Ⅰ－６ 火災種別ごとの火災原因 
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Ⅱ 救急概況 

１ 救急出動件数、救急搬送状況 

令和４年中の救急出動件数は、前年に比べて１，３３０件増の１２，４５

４件、搬送人員は１，２４５人増の１１，６３７人で、件数、人員とも増加

しました。 
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別図Ⅱ-１ 事故種別救急出動状況
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別図Ⅱ-２ 事故種別救急搬送状況
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２ 市町村別救急活動状況 

令和４年中は日南町、江府町以外の市町村で救急件数が増加しました。 
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３ 傷病程度別搬送状況 

傷病程度別の搬送人員では、中等症が６，０２９人（５１．８％）で最も多

く、次いで軽症が４，２０５人（３６．１％）、重症が１，２６７人（１０．

９％）となっています。 

４ 年齢別搬送状況 

年齢別の搬送人員では、６５歳以上の高齢者が７，９５７人(６８．４％)

と最も多くなっています。 

新生児 乳幼児 少 年 成 人 高齢者 合 計

搬送人員 52 412 327 2,889 7,957 11,637

程　　度 死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他 合　計

搬送人員 136 1,267 6,029 4,205 0 11,637
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５ 署所別救急活動状況 

署所別では、米子消防署の出動件数及び搬送人員がそれぞれ４，２４０件（３

４．０％）、 ３，８８６人（３３．４％）と最も多くなっています。 

６ 月別救急活動状況 

月別の最多出動件数は、１２月が１，２５２件（１０．５％）、続いて８月

の１，１９０件（９.６％）、７月１，１２０件（９．０％）、１０月１，０９

１件（８．８％）となっています。 

搬送人員は、１２月が１，１７４人（１０．１％）で最も多く、続いて８月

の１，１０１人（９．５％）、７月１，０４７人（９．０％）、１０月１，０２

３人（８．８％）となっています。 
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７ 現場到着所要時間、収容所要時間 

平均現場到着所要時間は９分５８秒で前年より１５秒増加し、平均収容所要

時間は４０分３７秒で前年より１分４５秒増加しました。これは、新型コロナ

ウイルス感染防止対策として、１１９番通報内容の詳細聴取及び救急隊員の出

動前装備に時間を要したためと考察します。 
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８ 市町村別救急活動の推移 

過去５年間の救急件数の推移を見取ることができます。 

別表Ⅱ－１  過去５年間の市町村別救急件数 

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

件 数 7,332 7,351 6,749 7,008 7,920

搬 送 人 員 6,837 6,798 6,292 6,529 7,358

件 数 1,572 1,548 1,342 1,476 1,684

搬 送 人 員 1,493 1,438 1,284 1,391 1,596

件 数 173 165 152 152 213

搬 送 人 員 165 158 143 147 203

件 数 885 872 802 822 894

搬 送 人 員 834 812 749 764 838

件 数 446 428 388 450 480

搬 送 人 員 432 406 368 414 450

件 数 504 532 419 500 526

搬 送 人 員 478 503 401 463 499

件 数 324 321 317 325 320

搬 送 人 員 309 304 305 307 301

件 数 209 191 171 160 219

搬 送 人 員 190 180 164 158 208

件 数 238 202 191 218 186

搬 送 人 員 232 196 187 206 175

件 数 19 14 13 13 12

搬 送 人 員 18 11 12 13 9

件 数 11,702 11,624 10,544 11,124 12,454

搬 送 人 員 10,988 10,806 9,905 10,392 11,637

日 吉 津 村

大 山 町

米 子 市

境 港 市

合 計

南 部 町

伯 耆 町

日 南 町

日 野 町

江 府 町

圏 域 外
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Ⅲ 救助概況  

１ 事故種別救助出動状況

 救助出動件数は１６４件あり、そのうち交通事故が６４件（３９．０％）、そ

の他の事故が４０件 （２４．４％）、火災が２４件（１４．６％）、建物等によ

る事故２０件（１２．２％）、水難事故が１５件（９．１％）、機械による事

故が１件（０．６％）の順となっています。

図Ⅲ－１ 事故種別救助出動状況

２ 事故種別救助活動状況 

  救助活動件数は１１８件あり、そのうち交通事故が３３件（２８．０％）、そ

の他の事故が３３件（２８．０％）、火災が２４件 （２０．３％）、建物等によ

る事故が１５件（１２．７％）、水難事故が１２件（１０．２％）、機械による事故が１件

（０．８％）の順となっています。 

図Ⅲ－２ 事故種別救助活動状況

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

出場件数 24 15 64 0 1 20 0 0 40 164

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

活動件数 24 12 33 0 1 15 0 0 33 118

%
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３ 事故種別救助人員状況 

  救助活動により救助された人員は１０２人あり、そのうち交通事故が３４

人（３３．３％）と最も多く、次いでその他の事故が３３人（３２．４％）、水

難事故が１５人（１４．７％）、建物等による事故が１４人（１３．７％）、火

災が５人（４．９％）、機械による事故が１人（１．０％）の順となっています。  

図Ⅲ－３ 事故種別救助人員状況

４ 管轄別救助活動状況 

 消防署の管轄別に出動件数を見ると、米子消防署が８９件（５４．３％）と

最も多く、次いで大山消防署が３６件（２２．０％）、境港消防署が２２件

（１３．４％）、江府消防署１７件（１０．４％）の順となっています。 

図Ⅲ－４ 管轄別救助活動状況 

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

救助人員 5 15 34 0 1 14 0 0 33 102
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５ 市町村別救助活動状況 

市町村別に出動件数を見ると、米子市が７７件（４７．０％）と最も多く、次

いで大山町が３３件（２０．１％）、境港市が１８件（１１．０％）、伯耆町が８

件（４．９％）、日南町が８件（４．９％）等の順となっております。 

図Ⅲ－５ 市町村別救助活動状況 

６ 月別救助活動状況 

月別の救助出動件数を見ると、７月が１８件（１１．０％）と最も多く、次い

で１２月が１６件（９．８％）、３月が１５件（９．１％）、９月が１５件（９．

１％）、１０月が１５件（９．１％）等の順となっています。 

図Ⅲ－６ 月別救助活動状況 
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Ⅳ １１９番着信概況

１ 着信件数の概況
令和４年中の１１９番通報の着信件数の概況は、総着信件数が１６,１６４件で

昨年に比べ１,４３２件（８.９％）の増加となっています。通報種別としては、救
急が最も多く１１,６４７件（７２.１％）、火災は１８４件（１.１％）、救助７７件
（０．５％）、警戒１５５件（１.０％）、問い合わせ１,０６９件（６.６％）、間違
い１,０８２件（６.７％）、悪戯と思われるもの１３８件（０.９％）、通報訓練等
１,８１２件（１１.２％）となっています。 

表Ⅳ－１  着信件数内訳 

（件）

火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計 

184 11,647 77 155 1,069 1,082 138 1,812 16,164 

２ 月別の１１９番着信状況

全体の月平均を見ると約１,３４７件、１日平均では約４５件の着信となり、月
別の合計着信件数が最も多かったのは１２月の１,５６４件で、最も少なかったの
は４月の１,１９１件となっています。救急通報で最も多かったのは１２月の１,１
５０件、最も少なかったのは５月の８４８件で、月平均は約９７１件、火災通報で
最も多かったのは５月の３６件、最も少なかったのは１１月の３件で、月平均は約１
５件となっています。

表Ⅳ－２  月別１１９番着信状況 （件）  

月別 火災 救急 救助 警戒等 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計 

１月 6 1,016 1 17 86 129 15 84 1,354 

２月 4 914 10 6 60 90 22 89 1,195 

３月 23 898 10 11 59 81 7 200 1,289 

４月 19 883 7 17 62 72 2 129 1,191 

５月 36 848 4 10 64 87 4 152 1,205 

６月 25 866 7 10 71 92 4 185 1,260 

７月 21 1,059 6 25 148 107 3 174 1,543 

８月 17 1,082 8 15 172 107 0 80 1,481 

９月 4 939 6 14 71 93 4 161 1,292 

１０月 4 1,023 9 6 87 78 8 192 1,407 

１１月 3 969 4 11 74 64 44 214 1,383 

１２月 22 1,150 5 13 115 82 25 152 1,564 

合計 184 11,647 77 155 1,069 1,082 138 1,812 16,164 

月平均 15 971 6 13 89 90 12 151 1,347 

火災 1.1%

救急 72.1%
救助 0.5%

警戒 1.0%

問合せ
6.6%

間違い
6.7%

悪戯 0.9%
訓練等
11.2%
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３ 電話種別による１１９番着信状況 

電話種別による１１９番着信状況を見ると、固定・ＩＰ電話は８，４３４件で昨
年に比べ１７５件（２.０％）の増加、携帯電話は７，７３０件で１,２５７件（１
６.３％）の増加となっています。固定・ＩＰ電話及び携帯電話共に令和２年から
増加傾向が見られる中で、令和４年は携帯電話による通報件数が顕著に増加して
います。電話種別による通報状況を見ると、火災、救助、警戒、問合せ、間違い、
悪戯の通報で携帯電話の比率が高い傾向となっています。 

表Ⅳ－３  電話種別による１１９番着信件数の推移 

 

 

表Ⅳ－４ 電話種別による通報状況 

項目 火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等  合計 

固定・IP 電話 54 6,126 13 59 326 307 32 1,517 8,434 

携帯電話 130 5,521 64 96 743 775 106 295 7,730 

合計 184 11,647 77 155 1,069 1,082 138 1,812 16,164 

項目 平成 30 年  令和元年  令和２年  令和３年  令和４年  

固定・IP 電話  9,329 8,905 7,882 8,259 8,434 

携帯電話 6,304 6,674 6,443 6,473 7,730 

合計 15,633 15,579 14,325 14,732 16,164 

9,329 
8,905 

7,882 8,259 8,434 

6,304 
6,674 6,443 6,473 

7,730 

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年
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携帯電話

（件） 

（件） 
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1,517 
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100%

火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等

携帯電話 固定・IP電話
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４ 携帯電話からの着信状況 

携帯電話からの着信件数の合計は７，７３０件となり、西部消防圏域内におい
て、他の消防機関から１１９番通報を転送受信した件数は６６件となっています。
また、西部消防圏域外から着信した１１９番通報を他の消防機関に転送した件数
は１０１件ありました。 

表Ⅳ－５ 携帯電話からの着信状況 

西部消防圏域内の災害などの着信件数 
他の消防機関に転

送した件数 直接通報を受けた 

件数 

他の消防機関から 

転送受信した件数 
合計着信件数 

7,664 66 7,730 101 

表Ⅳ－６ 携帯電話の消防機関別転送状況 

他の消防機関から転送受信した件数 他の消防機関に転送した件数 

消防 火災 救急 その他  合計 消防 火災 救急 その他  合計 

松 江 4 18 2 24 松 江 4 30 4 38 

安 来 23 1 24 安 来 27 27 

雲 南 1 1 雲 南 0 

東 部 5 5 東 部 3 3 

中 部 4 1 5 中 部 7 7 

その他 6 1 7 その他 26 26 

合 計 4 57 5 66 合 計 4 93 4 101 

５ 時間帯別１１９番通報の着信状況 

時間帯別１１９番通報の着信状況を見ると、一般的な活動時間帯(８時～２１時 )で

全体の約８０％を占め、睡眠時間帯 (２１時～翌８時)では約２０％となってい

ます。 

表Ⅳ―７ 時間帯別着信状況 

項目 活動時間帯 睡眠時間帯 

割合 80％ 20％ 

※データ取得の都合、一部１１９番着信以外も含みます。
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郵便番号

683-0853

683-0055

683-0004

683-0321

689-4201

684-0041

683-0101

689-3331

689-3136

689-4411

689-5211

お気軽に最寄りの消防署へどうぞ

名      称   所      在      地  

　　おうち時間
    　　 家族で点検

　　　火の始末
　2021年度全国統一防火標語

火災情報テレホンガイド　　０８５９－２２－０１１９

防火・救急に関するご相談・お問い合わせ

電  話  番  号 

消  防  局    米子市両三柳５４５２番地       ０８５９－３５－１９５１

米子消防署    米子市冨士見町一丁目１０３番地１    ０８５９－３９－０２５１

米子消防署皆生出張所    米子市上福原３１３番地１                 ０８５９－３９－０２５３

米子消防署南部出張所    西伯郡南部町清水川３番地１         ０８５９－３９－６００３

米子消防署伯耆出張所    西伯郡伯耆町溝口２０番地４         ０８５９－３９－９００１

境港消防署    境港市中野町２１１６番地            ０８５９－４７－０１１９

境港消防署弓浜出張所    米子市大篠津町２９１３番地１      ０８５９－４８－２００５

大山消防署    西伯郡大山町末吉４０３番地２       ０８５９－３９－５００２

大山消防署中山出張所    西伯郡大山町長野８８０番地３     ０８５８－４９－３００１

江府消防署    日野郡江府町武庫１３９０番地３    ０８５９－７７－２００１

江府消防署生山出張所    日野郡日南町生山３４９番地１       ０８５９－７７－１００１

※本概況に関するお問い合わせは下記にお願いします。

火災………………予防課予防担当　　　0859-35-1954

１１９番着信状況……指令課指令担当　0859-35-1960

救助………………警防課消防第一担当  0859-35-1957

救急………………警防課救急室　　　　0859-35-1959

令和４年２月発行

　〒683－0853 米子市両三柳５４５２番地

　鳥取県西部広域行政管理組合消防局

　TEL  ０８５９－３５－１９５１（代）
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